

























版（Kobasa,１９７９a,１９７９b；Kobasa, Hilker, Maddi,１９７９；Kobasa, Maddi & Courington,１９８１）
がある。その後、短縮版も複数開発されている（Kobasa, Maddi, & Kahn,１９８２など）。だが、こ
れらの尺度については、逆の特性により測定していることの問題点や、チャレンジ尺度が健康を
































































































とは、元来、「the ability to bear difficult or severe conditions」（Longman Dictionary of Contempo-
rary English,１９９５）や「the capacity for hardship, privation, etc., capability of surviving under unfa-


















































調 査 時 期：２０１０年６月下旬
調 査 対 象：関東圏内の私立 X大学の女子学生３３２名
調査手続き：講義の受講者に対して一斉配布、一斉回収で行われた。
調 査 内 容：
１．予備調査
調 査 時 期：２０１０年４月下旬
調 査 対 象：関東圏内の私立 X大学臨床心理学科の女子学生１８名
調査手続き：講義の受講者に対して一斉配布、一斉回収で行われた。
調 査 内 容：自由記述による回答を求めた。
教 示 文：「あなたが過去に経験した困難な出来事・状況で、どのように自分の心に言い聞
かせてそれを乗り越えたか、できるだけ詳しくお書きください」








































































































































































    
８ 一日一日をとにかく懸命に過ごそう ．７４２ ―．０２４ ―．１４４ ．１６３ ―．０１８
３１ 全力で集中して、そのことに取り組もう ．７２３ ．０６２ ．０４８ ―．１４８ ．０５７
３３ これまで取り組んできたのだから、最後まで投げ出さずに向き合おう ．６０４ ．０５２ ．２２２ ―．１１９ ―．０５４
３９ あきらめずに取り組んで、解決の可能性を見つけよう ．５１６ ―．１０８ ．２８８ ．０９２ ．０６８
９ うまくいかなくてもいいから、何か行動を起こそう ．５０７ ―．０５５ ．０６０ ．１４７ ．１０５
２２ 過去の困難も乗り越えてきたように、また乗り越えられるはずだ ―．０３９ ．９６６ ―．０３７ ―．０４１ ―．０３９
２１ 辛くても自分なら乗り越えられる ．２３８ ．７４９ ―．１６５ ．００６ ．０５７
２３ 今は辛くても、わたしには将来の大きな目標があるのだから、頑張ろう ．１９７ ．４６７ ．２０５ ―．０５３ ―．１４５
１１ 過去の困難に比べたら、今の状況はたいしたことはない ―．２０１ ．４４８ ．１３１ ．０５９ ．０８６
１４ 今辛くても頑張って、まわりの人間を見返してやろう ．００１ ．４４６ ．２３７ ．０２９ ―．０３４
３４ 今は辛くても、わたしには明るい未来がある ．１２５ ．４１０ ．０４２ ．１６９ ．０９７
４１ これまで楽しい経験もたくさんしてきたのだから、今は辛くても我慢しよう ．００８ ―．０３１ ．８１５ ．０３１ ―．０３７
４０ 今の困難な状況は、本当は誰でも乗り越えられるはずだ ―．００４ ．０７９ ．６７４ ―．０３８ ．０００
４２ 今、困難を感じている自分が本当の自分なのだから、投げ出さずに向き合おう ．３０８ ―．０５９ ．６５９ ―．００１ ―．０１９
３６ 今辛いのを含めて、毎日の生活が充実しているんだ ．０８５ ．１７６ ．５４４ ．０６４ ―．００２
３５ 辛くても自分を理解してくれる人がいるのだから、乗り越えられる ―．０２２ ．０７８ ―．０２３ ．９０７ ―．１０５
２４ 辛くても自分を理解してくれる人がいるのだから、くじけそうになったら相談しよう ．０６９ ―．０５１ ―．０６２ ．７９６ ．０３０
１３ 辛くても自分を理解してくれる人がいるのだから、我慢しよう ―．０４７ ．００６ ．１８５ ．６５８ ．０２０
２９ こんなものだと割り切ろう ―．２７８ ―．００６ ．２３９ ．００９ ．６９３
１９ 焦らずゆっくりマイペースでいこう ．０６１ ―．０１３ ．０１７ ―．０８３ ．６７０
１６ あまり深く考え過ぎないようにしよう ．０５２ ．０５１ ―．０８４ ―．０３４ ．５８３
１８ なるようにしかならない ．１８２ ―．１０１ ―．１６７ ．０１０ ．５５６
１７ 長い人生のほんの一部だ ．０７２ ．１７６ ―．０３４ ．０６７ ．４９２
因子間相関     
 ― ．６６７ ．６３８ ．５６８ ．２９０
 ．６６７ ― ．６３３ ．５８６ ．３９９
 ．６３８ ．６３３ ― ．５９４ ．４３０
 ．５６８ ．５８６ ．５９４ ― ．３００
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